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本
年
度
の
最
終
の
月
、
十
一
日
に
東
北
地
方
を
大
地
震
・
大

津
波
が
襲
い
ま
し
た
。
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
と
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
を
上
回
る
近
年
最
大
の
も
の

で
し
た
。
地
震
・
津
波
災
害
の
被
災
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
福
祉
協
議
会
か
ら
と
り
あ
え
ず
五

万
円
の
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
平
安
時
代
の
西
暦
八
百
六
十
九
年
に
類
似
の
大
津
波

が
福
島
県
内
陸
部
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
の
調
査
結
果

が
十
余
年
前
に
出
さ
れ
、
東
電
原
発
の
耐
震
性
に
関
す
る
最
近

の
審
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
に
対
策
が
採
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
の
情
報
が
今
に
な
っ
て
届
き
、
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

世
界
は
気
候
・
資
源
・
経
済
・
人
権
の
諸
問
題
で
揺
れ
動
い

て
い
ま
す
。
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
高
齢
化
・
世
代
間
格
差
・
無

縁
社
会
化
な
ど
福
祉
の
問
題
も
大
き
な
流
れ
と
の
折
り
合
い
や

棹
差
し
を
考
え
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

本
年
度
は
当
会
役
員
に
移
動
が
あ
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
と

し
て
尽
く
さ
れ
ま
し
た
岩
崎
美
智
子
さ
ん
と
野
口
久
代
さ
ん
が

定
年
で
引
か
れ
、
新
た
に
和
田
恵
子
さ
ん
（
桜
木
町
）
と
中
川

理
恵
さ
ん
（
西
町
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
当
会
発

足
十
五
周
年
と
な
り

ま
す
。
役
員
一
同
、

初
心
に
帰
っ
て
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
松

ヶ
崎
学
区
の
皆
様
の

ご
鞭
撻
・
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
会
長
の
所

感
を
編
集
子
が
取
り

纏
め
ま
し
た
。）

十
月
二
十
日　
ア
ピ
カ
ル
イ
ン

　

今
夏
の
猛
暑
を
乗
り
越
え
、
徒
歩
や
バ
ス

で
学
区
の
高
齢
者
六
十
四
人
が
続
々
と
ア
ピ

カ
ル
イ
ン
に
お
集
ま
り
。
来
賓
二
十
二
名
、

役
員
二
十
六
名
を
加
え
た
百
十
二
人
で
二
階

ホ
ー
ル
は
一
杯
。

　

十
一
時
、
岩
崎
達
夫
副
会
長
の
司
会
で
開

会
。
ま
ず
、
西
野
会
長
か
ら
、「
本
日
は
ゆ

っ
く
り
歓
談
さ
れ
、
楽
し
ん
で
下
さ
い
。」

と
の
歓
迎
の
挨
拶
。
来
賓
を
代
表
し
て
、
岩

崎
猛
彦
自
治
連
合
会
長
か
ら
、「
散
歩
、
農
業
、

孫
の
世
話
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
目
的
を

持
っ
た
日
々
の
活
動
が
健
康
の
源
。
こ
の
会

が
皆
様
の
活
力
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
。」、
と
の
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

最
初
の
出
演
は
松
ヶ
崎
小
学
校
三
年
生
四

十
六
人
。「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、

お
げ
ん
き
で
す
か
？
僕
た
ち
三
年
生
は
み

ん
な
仲
良
く
元
気
で
す
。
運
動
会
は
終
わ
っ

た
。
ビ
リ
の
気
持
ち
は
判
る
か
な
？
」
等
々
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
響
き
渡
る
声
で
順
番

に
、
掛
け
合
い
な
が
ら
挨
拶
し
て
く
れ
ま
し

た
。
次
い
で
、〝
聖
者
が
町
に
や
っ
て
き
た
〞、

〝
夕
焼
け
小
焼
け
〞
な
ど
七
曲
を
リ
コ
ー
ダ

や
喉
で
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
林
顧
問
が
〝
社
協
活
動
報
告
〞

と
し
て
以
下
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
初

回
の
敬
老
会
を
小
学
校
講
堂
で
開
催
し
た
が
、

参
加
者
が
予
想
よ
り
多
く
、
急
遽
借
り
出
し

た
椅
子
か
ら
線
香
の
匂
い
が
し
た
。
最
近
で

は
、
小
学
校
で
年
七
回
、〝
す
こ
や
か
学
級
〞

を
開
催
し
、
ナ
ゾ
ナ
ゾ
や
工
作
で
高
齢
者
の

頭
と
体
の
健
康
を
増
進
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン

ピ
ン
コ
ロ
リ
）
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
。
幼

児
と
母
親
向
け
に
松
ヶ
崎
児
童
館
で
〝
子
育

て
サ
ロ
ン
〞

を
開
催
。
寝

具
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
社
協

便
り
発
行
を

通
じ
て
、
無

縁
社
会
化
に

対
抗
し
て
い

る
こ
と
な
ど
な
ど
。

　

昼
食
の
ま
え
に
、
来
賓
の
松
ヶ
崎
消
防
分

団
西
郡
部
長
か
ら
一
言
。「
住
宅
火
災
原
因

の
一
位
が
放
火
で
す
。
家
の
周
り
に
新
聞
紙

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
置
か
ず
、
物
置
は
施

錠
し
、
駐
車
場
は
明
る
く
し
、
シ
ー
ト
は
難

燃
性
の
物
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
火
災
の
初
期

に
出
る
煙
を
感
知
し
て
警
報
音
を
出
す
報
知

器
が
、
焼
死
を
防
ぐ
た
め
に
も
火
災
を
隣
家

に
広
げ
な
い
た
め
に
も
有
効
で
す
。
取
り
付

け
が
難
し
い
場
合
は
消
防
分
団
員
が
手
伝
い

ま
す
。」
と
。

　

午
後
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
歌
謡
曲
ま
で

幅
広
く
出
前
演
奏
す
る
音
楽
家
集
団
〝
京
の

音
屋
〞
が
出
演
。「
真
っ
赤
な
太
陽
」、「
南

国
土
佐
を
後
に
し
て
」、「
り
ん
ご
の
う
た
」

で
始
ま
り
。「
君
の
名
は
」
で
は
、
プ
ロ
顔

負
け
の
美
声
飛
び
入
り
に
、
ヤ
ン
ヤ
の
喝
采
。

後
半
は
、
韓
国
ド
ラ
マ
主
題
歌
「
冬
の
ソ
ナ

タ
」、
モ
ン
テ
ィ
作
曲
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」

の
美
し
い
演
奏
に
う
っ
と
り
。

　

最
後
は
、
皆
で
「
青
い
山
脈
」
を
大
合
唱

し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
吉
田
・
井
栗
両
保
育
士
さ
ん
の
リ

ー
ド
で
「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
」
の
替

え
歌

　

健
康
は
歩
い
て
こ
な
い

　

だ
か
ら
自
分
で
作
る
の
さ

　

味
噌
汁
一
杯
、
梅
干
一
個

　

合
わ
せ
て
食
塩
三
グ
ラ
ム

　

人
生
は
ワ
ン
ツ
ー
パ
ン
チ

　

手
を
取
り
合
っ
て
生
き
よ
う
よ

　

一
日
食
塩
十
グ
ラ
ム

　

制
限
し
な
が
ら
食
べ
よ
う
よ

　

野
菜
食
べ
て
、
牛
乳
飲
ん
で

　

ワ
ン
ツ
ー
ワ
ン
ツ
ー

　

胸
を
張
っ
て
歩
こ
う

　

そ
れ
、
ワ
ン
ツ
ー
ワ
ン
ツ
ー

を
歌
い
な
が
ら
体
を
解
し
、
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

第
五
回　
十
一
月
十
七
日

　

新
入
の
女
性
一
人
を
加
え
、
二
十
一
人
が

参
加
。
吉
田
先
生
の
弾
く
エ
ロ
ク
ト
ー
ン
・

歌
に
合
わ
せ
て
出
席
点
呼
。
次
い
で
、
西
野

会
長
を
含
め
、
十
月
、
十
一
月
生
ま
れ
の
七

人
を
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
で
お
祝
い
。

　

午
前
の
第
一
部
は
音
楽
の
時
間
。
社
協
役

員
今
井
さ
ん
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
に
合
わ
せ
て

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
を
口
ず
さ
む
。
西
野
会

長
は
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
、
演
歌
〝
酒
よ
〞

を
シ
ミ
ジ
ミ
と
歌
っ
た
。

　

第
二
部
は
井
栗
先
生
の
「
京
都
ク
イ
ズ
」

松
ヶ
崎
言
葉（
マ
ッ
チ
ャ
キ
こ
と
ば
）編
。「
あ

と
じ
ょ
り
」、「
あ
わ
い
さ
」、「
い
か
れ
ろ
」

等
々
。
地
元
生
ま
れ
や
半
世
紀
住
ま
い
の
生

徒
は
悠
々
正
解
し
、
逆
に
先
生
に
発
音
訂
正

を
申
し
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
西
野
会
長
の
ナ
ゾ
ナ
ゾ
で
頭
の

体
操
。「
正
直
な
虫
の
母
さ
ん
は
？
」、「
夫

婦
で
散
歩
、
前
に
行
く
の
は
誰
？
」、
な
ど

全
十
題
。
学
級
の
な
ぞ
な
ぞ
王
こ
と
小
倉
宏

さ
ん
は
二
問
正
解
。
全
員
で
の
正
答
率
は
40

％
。
学
力
が
付
い
て
来
ま
し
た
ね
。

　

午
前
の
最
後
は
市
橋
看
護
師
か
ら
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
健
康
講
話
と
血
圧
測
定
を

受
け
ま
し
た
。
院
内
異
動
で
今
回
が
最
後
と

な
っ
た
市
橋
さ
ん
に
お
菓
子
の
レ
イ
を
贈
り
、

全
員
で
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
腹
ご
な
し
の
ゲ
ー
ム
。
生
徒

は
各
々
三
個
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
支
給
さ
れ
、

「
権
兵
衛
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
」
を
歌
い
な
が

ら
ジ
グ
ザ
グ
行
進
し
、
相
手
を
見
つ
け
て
ジ

ャ
ン
ケ
ン
。
負
け
れ
ば
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
召
し

上
げ
ら
れ
退
場
す
る
仕
組
み
。
十
回
経
過
後

も
七
割
が
生
き
残
り
、
熱
気
ム
ン
ム
ン
。

　

午
後
の
本
番
は
工
作
「
箸
袋
作
り
」。
和

柄
の
紙
を
三
折
り
し
、
水
引
結
び
を
基
本
に

し
ま
す
。
紙
の
色
・
柄
選
び
、
折
り
目
の
付

け
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
米
寿
を
越
え
た
お

二
人
も
教
え
あ
い
な
が
ら
。
お
正
月
の
テ
ー

ブ
ル
に
花
を
添
え
る
箸
袋
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

第
六
回　
十
二
月
十
五
日

　
今
回
は
松
ヶ
崎
社
協
役
員
と
大
原
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
職
員
が
協
力
し
て
運
営
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
師
走
の
冷
え
込
み
は

厳
し
い
も
の
の
元
気
な
顔
が
揃
い
ま
し
た
。

　

林
顧
問
の
挨
拶
で
一
時
限
が
始
ま
り
、
小

学
校
一
年
一
組
の
児
童
が
入
場
。〝
ゲ
ン
コ

ツ
山
の
た
ぬ
き
さ
ん
〞
を
歌
い
な
が
ら
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
。
負
け
た
人
が
勝
っ
た
人
に

肩
叩
き
や
肩
揉
み
を
し
ま
す
。
く
す
ぐ
っ
た

半
分
、
お
互
い
笑
顔
満
面
で
す
。

　

二
時
限
に
は
一
年
二
組
の
児
童
が
入
場
。

学
芸
会
の
出
し
物
で
あ
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
な
ど
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

三
時
限
は
音
楽
鑑
賞
、
地
元
の
自
称
「
元

気
老
人
ト
リ
オ
」
が
入
場
。
役
員
の
芝
山
宗

昭
さ
ん
（
東
町
）
は
フ
ル
ー
ト
、
田
中
督
彦

さ
ん（
樋
ノ
上
町
）と
田
中
美
由
紀
さ
ん（
河

原
田
町
）
の
二
人
は
ギ
タ
ー
で
、
歌
劇
〝
カ

ル
メ
ン
間
奏
曲
〞
と
、
ポ
ッ
プ
ス
系
の
〝
緑

の
瞳
〞
の
二
曲
を
演
奏
。
最
後
は
、〝
聖
夜
〞

を
学
級
生
、
小
学
一
年
生
、
役
員
と
一
緒
に
。

笛
、
弦
、
人
の
声
が
調
和
し
、
至
福
の
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
〆
は
血
圧
測
定
。
ク
イ
ズ
な
し
、

ゲ
ー
ム
な
し
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
た
た
め

か
、
値
は
低
め
で
皆
さ
ん
ご
安
心
。
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
昼
食
。

　

午
後
は
陶
芸
教
室
で
す
。
修
学
院
山
添
町

に
あ
る
心
身
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
修
光

学
園
」
陶
芸
班
の
青
年
達
が
職
員
と
共
に
登

場
。
予
め
学
園
内
で
作
っ
た
素
焼
き
の
角
皿

が
持
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
下
絵
を
鉛
筆
で
書
き
ま
す
。
事
前

に
絵
柄
を
用
意
し
た
感
心
な
学
級
生
も
居
ま

し
た
が
、
泰
磨
さ
ん
が
描
い
た
ウ
サ
ギ
の
色

紙
や
奥
谷
役
員
が
持
込
ん
だ
絵
皿
な
ど
を
参

考
に
、
慣
れ
ぬ
デ
ッ
サ
ン
作
業
。
最
後
は
、

焼
き
上
が
る
と
青
色
に
な
る
顔
料
を
筆
に
含

ま
せ
本
絵
描
き
。

　

学
級
生
の
作
品
は
学
園
の
窯
で
焼
か
れ
、

三
月
二
十
日
に
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
ご
披
露

さ
れ
ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。

第
七
回　
三
月
二
日

　
春
の
気
配
を
感
じ
る
三
月
二
日
、
男
性
四

人
、
女
性
十
一
人
が
ご
出
席
。
吉
田
先
生
の

キ
ー
ボ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、「
う
ぐ
い
す
」、

「
春
が
来
た
」
の
季
節
の
歌
で
ス
タ
ー
ト
。

十
二
、
一
、
二
、
三
月
生
ま
れ
の
方
を
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
で
お
祝
い
。

　

二
時
限
は
西
野
会
長
に
よ
る
「
電
化
製
品

今
昔
」
の
お
話
。
戦
前
の
氷
式
冷
蔵
庫
か
ら
、

冷
凍
機
付
き
家
庭
用
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
炊

飯
器
等
々
、
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
驚
く
ば

か
り
。
家
の
中
の
ア
チ
コ
チ
で
「
ピ
ッ
ピ
ッ

ピ
」
の
電
子
音
。
テ
レ
ビ
情
報
の
過
多
や
携

帯
電
話
の
マ
ナ
ー
悪
さ
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
見
か
け
の
豊
か
さ
や
便
利
さ
に
流
さ

れ
な
い
よ
う
に
点
検
す
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

三
時
限
は
井
栗
先
生
に
よ
る
京
都
ク
イ
ズ
。

明
治
十
年
京
都
駅
竣
工
時
の
鉄
道
路
線
（
行

き
先
）
は
、
奈
良
、
大
津
、
亀
岡
、
大
阪
の

ど
れ
？
明
治
十
七
年
岩
倉
卿
の
尽
力
で
十

四
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
祭
り
は
？
な
ど
難

問
だ
ら
け
で
、
今
回
は
先
生
の
優
勢
勝
ち
で

し
た
。

　

四
時
限
は
新
任
講
師
（
博
愛
会
病
院
の
高

橋
看
護
師
）
か
ら
逆
流
性
食
道
炎
に
つ
い
て

の
健
康
講
話
。「
食
後
直
ぐ
に
横
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
消
化
の
良
い
物
を
適
量
頂
き
ま

し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。

　

昼
食
後
は
ボ
ー
リ
ン
グ
。
綿
入
れ
ボ
ー
ル

を
長
机
連
結
レ
ー
ン
上
で
転
が
し
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ピ
ン
を
倒
す
遊
び
。「
ボ
ー
リ
ン

グ
は
し
た
こ
と
無
い
わ
」
と
ワ
イ
ワ
イ
言
い

な
が
ら
も
見
事
な
フ
ォ
ー
ム
で
投
げ
る
人
も

居
て
、
高
得
点
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
雛
人
形
製
作
。
折
り
紙
で
お
内
裏

さ
ま
、
お
雛
様
を
作
り
、
厚
め
の
御
座
模
様

も
一
緒
に
丸
い
台
紙
に
貼
り
付
け
ま
す
。
桃

の
花
な
ど
も
添
え
て
時
間
は
掛
か
り
ま
し
た

が
、
仕
上
が
り
は
上
々
。
作
品
を
手
に
、「
う

れ
し
い
ひ
な
祭
り
」
を
歌
い
、
和
や
か
に
今

年
度
最
後
の
学
級
を
終
了
し
ま
し
た
。

一
月
二
十
二
日　
松
ヶ
崎
児
童
館

　

平
成
二
十
三
年
は
雪
景
色
で
明
け
、
そ
の

後
も
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
餅
つ

き
大
会
当
日
は
晴
れ
、
気
温
は
十
度
、
暖
か

で
す
。
こ
の
行
事
は
数
年
前
か
ら
児
童
館
が

児
童
向
け
に
開
い
て
き
た
も
の
で
す
が
、
昨

年
か
ら
は
高
齢
者
か
ら
児
童
・
幼
児
も
一
緒

に
楽
し
め
る
行
事
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

が
共
催
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
日
九
時
半
、
協
議
会
委
員
約
二
十
名
、

応
援
の
少
年
補
導
委
員
数
名
が
児
童
館
に
集

結
。
職
員
や
父
兄
と
共
に
、
も
ち
米
洗
い
、

蒸
し
、
お
雑
煮
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
。
用
意

し
た
三
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
ち
米
の
半
分

は
電
動
も
ち
つ
き
機
で
つ
き
終
え
、
女
性
役

員
の
慣
れ
た
手
で
丸
め
ら
れ
、
餅
船
の
中
で

待
機
中
。
中
庭
に
は
石
臼
、
ベ
ン
チ
、
テ
ー

ブ
ル
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
一
時
、
自
転
車
に
乗
っ
た
小
学
生
、
お

母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
た
幼
児
、
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
い
た
お
父
さ
ん
、
孫
と
一
緒
の
お
じ
い

さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
達
が
ゾ
ク
ゾ
ク
と
入
場
。

中
庭
で
横
内
館
長
さ
ん
と
西
野
協
議
会
会
長

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
は
、
黄
な
粉
餅
コ
ー
ナ
ー
、

醤
油
餅
コ
ー
ナ
ー
、
雑
煮
コ
ー
ナ
ー
、
お
し

る
こ
コ
ー
ナ
ー
で
配
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
お

腹
が
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
頃
、
中
庭
中
央

の
石
臼
に
蒸
さ
れ
た
餅
米
が
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
米
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
男
性
役
員

が
コ
ツ
キ（
杵
の
先
を
使
っ
て
捏
ね
る
こ
と
）

し
た
後
、
杵
が
児
童
に
渡
さ
れ
、
餅
つ
き
が

始
ま
り
ま
し
た
。
重
い
杵
、
粘
る
モ
チ
米
、

子
供
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
三
、
四
人

掛
か
り
で
つ
き
終
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
食
欲
は
旺
盛
、
事
前
用
意
の
モ

チ
、
庭
中
央
の
手
つ
き
モ
チ
、
庭
隅
に
据
え

た
機
械
に
よ
る
モ
チ
、
そ
れ
ら
は
飛
ぶ
よ
う

に
捌
け
、
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
長
い
行
列
が
出

来
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

十
二
時
過
ぎ
、
満
腹
に
な
っ
た
子
供
た
ち

は
遊
戯
室
へ
移
動
、
里
井
夫
妻
の
腹
話
術
、

人
形
の
元
気
君
と
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
と

の
掛
け
合
い
に
大
喜
び
。

　

も
ち
つ
き
大
会
は
二
百
余
名
の
参
加
者
を

得
て
、
午
後
一
時
過
ぎ
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
格
は
民
生
児

童
委
員
で
し
ょ
う
。
昭
和
二
十
三
年
施
行
の

民
生
委
員
法
「
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
な
い
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
」
の
精
神
の
下
で
活
動
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
老
人
福
祉
委
員
は
、
社
会
の
高
齢

化
が
進
み
始
め
た
昭
和
五
十
年
代
、
従
来
の

民
生
委
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
京

都
市
の
独
自
事
業
と
し
て
「
独
居
老
人
の
安

否
確
認
や
相
談
活
動
を
行
う
」
趣
旨
で
発
足

し
た
も
の
で
す
。
各
学
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会
の
推
薦
・
市
長
の
委
嘱
に
よ
り
、
市
内

で
千
三
百
十
人
が
活
動
中
で
す
。

　

松
ヶ
崎
学
区
内
で
は
別
表
の
よ
う
に
六
人

の
委
員
が
、
約
八
十
人
の
独
居
老
人
に
対
し

て
、
平
均
で
月
一
回
家
庭
訪
問
し
て
、
問
題

が
あ
り
そ
う
な
ケ
ー
ス
は
縁
者
と
の
関
係
を

考
慮
し
な
が
ら
、
福
祉
事
務
所
や
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

•
顔
を
覚
え
て
も
ら
え
な
く
て
、
押
し
売
り

扱
い
さ
れ
る

•
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
の
長
い
愚
痴

の
応
答
に
困
る

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、

•
自
分
を
律
し
て
趣
味
や
お
稽
古
に
励
ん
で
お

ら
れ
る
方
に
老
い
の
手
本
を
見
せ
て
貰
う

•
訪
問
中
は
愚
痴
ば
か
り
の
人
に
店
先
で
会

っ
た
時
に
、「
い
つ
も
有
難
う
」
と
ね
ぎ

ら
わ
れ
る

な
ど
の
喜
び
も
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

最
近
は
連
れ
合
い
を
亡
く
し
て
も
葬
式
を

出
さ
な
い
人
や
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま
他
府

県
の
身
内
の
家
に
移
る
人
が
居
ら
れ
て
、
独

居
状
態
の
把
握
が
難
し
い
。「
ご
近
所
の
方

か
ら
委
員
に
情
報
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
。」、

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

孤
立
・
生
活
苦
・
認
知
症
の
悩
み
が
二
重

三
重
に
出
て
く
る
人
を
相
手
す
る
老
人
福
祉

委
員
に
負
担
が
掛
か
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
民

生
児
童
委
員
や
社
協
役
員
が
従
来
に
も
増
し

て
連
携
・
支
援
す
べ
き
だ
な
ー
と
、
編
集
子

は
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

表 .　老人福祉委員の名前と担当町名
氏　名 住　所 電話番号 担　当　町　名

村上幹子

福山真知子

安藤鈴代

古谷佐代子

吉田法子

井上和子

小竹藪町26

堀　　町23-1

泉 川 町14

芝 本 町24-5

桜 木 町17-5

河原田町5-17

791-8866

701-3031

781-6990

701-5179

722-1440

711-6072

小竹藪（南）、正田、小脇（南）、久土、
杉ヶ海道、木ノ本（南）

堀、御所、中（北）、西、壱町田（北）

泉川、柳井田、堂ﾉ上、横縄手、修理式

井出ヶ海道、芝本、今海道、呼返、
三反長

桜木町、東桜木、西桜木

井出ヶ鼻、小脇（北）

第
十
三
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民
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会

平
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度

健
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こ
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学
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期
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成
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二
年
度
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久

雄

村

上

弘

子

中
川
美
祢
子

梅

原

慈

子

　

本
年
度
の
最
終
の
月
、
十
一
日
に
東
北
地
方
を
大
地
震
・
大

津
波
が
襲
い
ま
し
た
。
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
と
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
を
上
回
る
近
年
最
大
の
も
の

で
し
た
。
地
震
・
津
波
災
害
の
被
災
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
福
祉
協
議
会
か
ら
と
り
あ
え
ず
五

万
円
の
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
平
安
時
代
の
西
暦
八
百
六
十
九
年
に
類
似
の
大
津
波

が
福
島
県
内
陸
部
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
の
調
査
結
果

が
十
余
年
前
に
出
さ
れ
、
東
電
原
発
の
耐
震
性
に
関
す
る
最
近

の
審
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
に
対
策
が
採
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
の
情
報
が
今
に
な
っ
て
届
き
、
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

世
界
は
気
候
・
資
源
・
経
済
・
人
権
の
諸
問
題
で
揺
れ
動
い

て
い
ま
す
。
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
高
齢
化
・
世
代
間
格
差
・
無

縁
社
会
化
な
ど
福
祉
の
問
題
も
大
き
な
流
れ
と
の
折
り
合
い
や

棹
差
し
を
考
え
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

本
年
度
は
当
会
役
員
に
移
動
が
あ
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
と

し
て
尽
く
さ
れ
ま
し
た
岩
崎
美
智
子
さ
ん
と
野
口
久
代
さ
ん
が

定
年
で
引
か
れ
、
新
た
に
和
田
恵
子
さ
ん
（
桜
木
町
）
と
中
川

理
恵
さ
ん
（
西
町
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
当
会
発

足
十
五
周
年
と
な
り

ま
す
。
役
員
一
同
、

初
心
に
帰
っ
て
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
松

ヶ
崎
学
区
の
皆
様
の

ご
鞭
撻
・
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
会
長
の
所

感
を
編
集
子
が
取
り

纏
め
ま
し
た
。）

十
月
二
十
日　
ア
ピ
カ
ル
イ
ン

　

今
夏
の
猛
暑
を
乗
り
越
え
、
徒
歩
や
バ
ス

で
学
区
の
高
齢
者
六
十
四
人
が
続
々
と
ア
ピ

カ
ル
イ
ン
に
お
集
ま
り
。
来
賓
二
十
二
名
、

役
員
二
十
六
名
を
加
え
た
百
十
二
人
で
二
階

ホ
ー
ル
は
一
杯
。

　

十
一
時
、
岩
崎
達
夫
副
会
長
の
司
会
で
開

会
。
ま
ず
、
西
野
会
長
か
ら
、「
本
日
は
ゆ

っ
く
り
歓
談
さ
れ
、
楽
し
ん
で
下
さ
い
。」

と
の
歓
迎
の
挨
拶
。
来
賓
を
代
表
し
て
、
岩

崎
猛
彦
自
治
連
合
会
長
か
ら
、「
散
歩
、
農
業
、

孫
の
世
話
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
目
的
を

持
っ
た
日
々
の
活
動
が
健
康
の
源
。
こ
の
会

が
皆
様
の
活
力
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
。」、
と
の
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

最
初
の
出
演
は
松
ヶ
崎
小
学
校
三
年
生
四

十
六
人
。「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、

お
げ
ん
き
で
す
か
？
僕
た
ち
三
年
生
は
み

ん
な
仲
良
く
元
気
で
す
。
運
動
会
は
終
わ
っ

た
。
ビ
リ
の
気
持
ち
は
判
る
か
な
？
」
等
々
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
響
き
渡
る
声
で
順
番

に
、
掛
け
合
い
な
が
ら
挨
拶
し
て
く
れ
ま
し

た
。
次
い
で
、〝
聖
者
が
町
に
や
っ
て
き
た
〞、

〝
夕
焼
け
小
焼
け
〞
な
ど
七
曲
を
リ
コ
ー
ダ

や
喉
で
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
林
顧
問
が
〝
社
協
活
動
報
告
〞

と
し
て
以
下
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
初

回
の
敬
老
会
を
小
学
校
講
堂
で
開
催
し
た
が
、

参
加
者
が
予
想
よ
り
多
く
、
急
遽
借
り
出
し

た
椅
子
か
ら
線
香
の
匂
い
が
し
た
。
最
近
で

は
、
小
学
校
で
年
七
回
、〝
す
こ
や
か
学
級
〞

を
開
催
し
、
ナ
ゾ
ナ
ゾ
や
工
作
で
高
齢
者
の

頭
と
体
の
健
康
を
増
進
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン

ピ
ン
コ
ロ
リ
）
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
。
幼

児
と
母
親
向
け
に
松
ヶ
崎
児
童
館
で
〝
子
育

て
サ
ロ
ン
〞

を
開
催
。
寝

具
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
社
協

便
り
発
行
を

通
じ
て
、
無

縁
社
会
化
に

対
抗
し
て
い

る
こ
と
な
ど
な
ど
。

　

昼
食
の
ま
え
に
、
来
賓
の
松
ヶ
崎
消
防
分

団
西
郡
部
長
か
ら
一
言
。「
住
宅
火
災
原
因

の
一
位
が
放
火
で
す
。
家
の
周
り
に
新
聞
紙

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
置
か
ず
、
物
置
は
施

錠
し
、
駐
車
場
は
明
る
く
し
、
シ
ー
ト
は
難

燃
性
の
物
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
火
災
の
初
期

に
出
る
煙
を
感
知
し
て
警
報
音
を
出
す
報
知

器
が
、
焼
死
を
防
ぐ
た
め
に
も
火
災
を
隣
家

に
広
げ
な
い
た
め
に
も
有
効
で
す
。
取
り
付

け
が
難
し
い
場
合
は
消
防
分
団
員
が
手
伝
い

ま
す
。」
と
。

　

午
後
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
歌
謡
曲
ま
で

幅
広
く
出
前
演
奏
す
る
音
楽
家
集
団
〝
京
の

音
屋
〞
が
出
演
。「
真
っ
赤
な
太
陽
」、「
南

国
土
佐
を
後
に
し
て
」、「
り
ん
ご
の
う
た
」

で
始
ま
り
。「
君
の
名
は
」
で
は
、
プ
ロ
顔

負
け
の
美
声
飛
び
入
り
に
、
ヤ
ン
ヤ
の
喝
采
。

後
半
は
、
韓
国
ド
ラ
マ
主
題
歌
「
冬
の
ソ
ナ

タ
」、
モ
ン
テ
ィ
作
曲
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」

の
美
し
い
演
奏
に
う
っ
と
り
。

　

最
後
は
、
皆
で
「
青
い
山
脈
」
を
大
合
唱

し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
吉
田
・
井
栗
両
保
育
士
さ
ん
の
リ

ー
ド
で
「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
」
の
替

え
歌

　

健
康
は
歩
い
て
こ
な
い

　

だ
か
ら
自
分
で
作
る
の
さ

　

味
噌
汁
一
杯
、
梅
干
一
個

　

合
わ
せ
て
食
塩
三
グ
ラ
ム

　

人
生
は
ワ
ン
ツ
ー
パ
ン
チ

　

手
を
取
り
合
っ
て
生
き
よ
う
よ

　

一
日
食
塩
十
グ
ラ
ム

　

制
限
し
な
が
ら
食
べ
よ
う
よ

　

野
菜
食
べ
て
、
牛
乳
飲
ん
で

　

ワ
ン
ツ
ー
ワ
ン
ツ
ー

　

胸
を
張
っ
て
歩
こ
う

　

そ
れ
、
ワ
ン
ツ
ー
ワ
ン
ツ
ー

を
歌
い
な
が
ら
体
を
解
し
、
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

第
五
回　
十
一
月
十
七
日

　

新
入
の
女
性
一
人
を
加
え
、
二
十
一
人
が

参
加
。
吉
田
先
生
の
弾
く
エ
ロ
ク
ト
ー
ン
・

歌
に
合
わ
せ
て
出
席
点
呼
。
次
い
で
、
西
野

会
長
を
含
め
、
十
月
、
十
一
月
生
ま
れ
の
七

人
を
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
で
お
祝
い
。

　

午
前
の
第
一
部
は
音
楽
の
時
間
。
社
協
役

員
今
井
さ
ん
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
に
合
わ
せ
て

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
を
口
ず
さ
む
。
西
野
会

長
は
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
、
演
歌
〝
酒
よ
〞

を
シ
ミ
ジ
ミ
と
歌
っ
た
。

　

第
二
部
は
井
栗
先
生
の
「
京
都
ク
イ
ズ
」

松
ヶ
崎
言
葉（
マ
ッ
チ
ャ
キ
こ
と
ば
）編
。「
あ

と
じ
ょ
り
」、「
あ
わ
い
さ
」、「
い
か
れ
ろ
」

等
々
。
地
元
生
ま
れ
や
半
世
紀
住
ま
い
の
生

徒
は
悠
々
正
解
し
、
逆
に
先
生
に
発
音
訂
正

を
申
し
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
西
野
会
長
の
ナ
ゾ
ナ
ゾ
で
頭
の

体
操
。「
正
直
な
虫
の
母
さ
ん
は
？
」、「
夫

婦
で
散
歩
、
前
に
行
く
の
は
誰
？
」、
な
ど

全
十
題
。
学
級
の
な
ぞ
な
ぞ
王
こ
と
小
倉
宏

さ
ん
は
二
問
正
解
。
全
員
で
の
正
答
率
は
40

％
。
学
力
が
付
い
て
来
ま
し
た
ね
。

　

午
前
の
最
後
は
市
橋
看
護
師
か
ら
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
健
康
講
話
と
血
圧
測
定
を

受
け
ま
し
た
。
院
内
異
動
で
今
回
が
最
後
と

な
っ
た
市
橋
さ
ん
に
お
菓
子
の
レ
イ
を
贈
り
、

全
員
で
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
腹
ご
な
し
の
ゲ
ー
ム
。
生
徒

は
各
々
三
個
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
支
給
さ
れ
、

「
権
兵
衛
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
」
を
歌
い
な
が

ら
ジ
グ
ザ
グ
行
進
し
、
相
手
を
見
つ
け
て
ジ

ャ
ン
ケ
ン
。
負
け
れ
ば
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
召
し

上
げ
ら
れ
退
場
す
る
仕
組
み
。
十
回
経
過
後

も
七
割
が
生
き
残
り
、
熱
気
ム
ン
ム
ン
。

　

午
後
の
本
番
は
工
作
「
箸
袋
作
り
」。
和

柄
の
紙
を
三
折
り
し
、
水
引
結
び
を
基
本
に

し
ま
す
。
紙
の
色
・
柄
選
び
、
折
り
目
の
付

け
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
米
寿
を
越
え
た
お

二
人
も
教
え
あ
い
な
が
ら
。
お
正
月
の
テ
ー

ブ
ル
に
花
を
添
え
る
箸
袋
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

第
六
回　
十
二
月
十
五
日

　
今
回
は
松
ヶ
崎
社
協
役
員
と
大
原
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
職
員
が
協
力
し
て
運
営
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
師
走
の
冷
え
込
み
は

厳
し
い
も
の
の
元
気
な
顔
が
揃
い
ま
し
た
。

　

林
顧
問
の
挨
拶
で
一
時
限
が
始
ま
り
、
小

学
校
一
年
一
組
の
児
童
が
入
場
。〝
ゲ
ン
コ

ツ
山
の
た
ぬ
き
さ
ん
〞
を
歌
い
な
が
ら
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
。
負
け
た
人
が
勝
っ
た
人
に

肩
叩
き
や
肩
揉
み
を
し
ま
す
。
く
す
ぐ
っ
た

半
分
、
お
互
い
笑
顔
満
面
で
す
。

　

二
時
限
に
は
一
年
二
組
の
児
童
が
入
場
。

学
芸
会
の
出
し
物
で
あ
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
な
ど
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

三
時
限
は
音
楽
鑑
賞
、
地
元
の
自
称
「
元

気
老
人
ト
リ
オ
」
が
入
場
。
役
員
の
芝
山
宗

昭
さ
ん
（
東
町
）
は
フ
ル
ー
ト
、
田
中
督
彦

さ
ん（
樋
ノ
上
町
）と
田
中
美
由
紀
さ
ん（
河

原
田
町
）
の
二
人
は
ギ
タ
ー
で
、
歌
劇
〝
カ

ル
メ
ン
間
奏
曲
〞
と
、
ポ
ッ
プ
ス
系
の
〝
緑

の
瞳
〞
の
二
曲
を
演
奏
。
最
後
は
、〝
聖
夜
〞

を
学
級
生
、
小
学
一
年
生
、
役
員
と
一
緒
に
。

笛
、
弦
、
人
の
声
が
調
和
し
、
至
福
の
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
〆
は
血
圧
測
定
。
ク
イ
ズ
な
し
、

ゲ
ー
ム
な
し
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
た
た
め

か
、
値
は
低
め
で
皆
さ
ん
ご
安
心
。
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
昼
食
。

　

午
後
は
陶
芸
教
室
で
す
。
修
学
院
山
添
町

に
あ
る
心
身
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
修
光

学
園
」
陶
芸
班
の
青
年
達
が
職
員
と
共
に
登

場
。
予
め
学
園
内
で
作
っ
た
素
焼
き
の
角
皿

が
持
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
下
絵
を
鉛
筆
で
書
き
ま
す
。
事
前

に
絵
柄
を
用
意
し
た
感
心
な
学
級
生
も
居
ま

し
た
が
、
泰
磨
さ
ん
が
描
い
た
ウ
サ
ギ
の
色

紙
や
奥
谷
役
員
が
持
込
ん
だ
絵
皿
な
ど
を
参

考
に
、
慣
れ
ぬ
デ
ッ
サ
ン
作
業
。
最
後
は
、

焼
き
上
が
る
と
青
色
に
な
る
顔
料
を
筆
に
含

ま
せ
本
絵
描
き
。

　

学
級
生
の
作
品
は
学
園
の
窯
で
焼
か
れ
、

三
月
二
十
日
に
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
ご
披
露

さ
れ
ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。

第
七
回　
三
月
二
日

　
春
の
気
配
を
感
じ
る
三
月
二
日
、
男
性
四

人
、
女
性
十
一
人
が
ご
出
席
。
吉
田
先
生
の

キ
ー
ボ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、「
う
ぐ
い
す
」、

「
春
が
来
た
」
の
季
節
の
歌
で
ス
タ
ー
ト
。

十
二
、
一
、
二
、
三
月
生
ま
れ
の
方
を
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
で
お
祝
い
。

　

二
時
限
は
西
野
会
長
に
よ
る
「
電
化
製
品

今
昔
」
の
お
話
。
戦
前
の
氷
式
冷
蔵
庫
か
ら
、

冷
凍
機
付
き
家
庭
用
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
炊

飯
器
等
々
、
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
驚
く
ば

か
り
。
家
の
中
の
ア
チ
コ
チ
で
「
ピ
ッ
ピ
ッ

ピ
」
の
電
子
音
。
テ
レ
ビ
情
報
の
過
多
や
携

帯
電
話
の
マ
ナ
ー
悪
さ
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
見
か
け
の
豊
か
さ
や
便
利
さ
に
流
さ

れ
な
い
よ
う
に
点
検
す
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

三
時
限
は
井
栗
先
生
に
よ
る
京
都
ク
イ
ズ
。

明
治
十
年
京
都
駅
竣
工
時
の
鉄
道
路
線
（
行

き
先
）
は
、
奈
良
、
大
津
、
亀
岡
、
大
阪
の

ど
れ
？
明
治
十
七
年
岩
倉
卿
の
尽
力
で
十

四
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
祭
り
は
？
な
ど
難

問
だ
ら
け
で
、
今
回
は
先
生
の
優
勢
勝
ち
で

し
た
。

　

四
時
限
は
新
任
講
師
（
博
愛
会
病
院
の
高

橋
看
護
師
）
か
ら
逆
流
性
食
道
炎
に
つ
い
て

の
健
康
講
話
。「
食
後
直
ぐ
に
横
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
消
化
の
良
い
物
を
適
量
頂
き
ま

し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。

　

昼
食
後
は
ボ
ー
リ
ン
グ
。
綿
入
れ
ボ
ー
ル

を
長
机
連
結
レ
ー
ン
上
で
転
が
し
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ピ
ン
を
倒
す
遊
び
。「
ボ
ー
リ
ン

グ
は
し
た
こ
と
無
い
わ
」
と
ワ
イ
ワ
イ
言
い

な
が
ら
も
見
事
な
フ
ォ
ー
ム
で
投
げ
る
人
も

居
て
、
高
得
点
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
雛
人
形
製
作
。
折
り
紙
で
お
内
裏

さ
ま
、
お
雛
様
を
作
り
、
厚
め
の
御
座
模
様

も
一
緒
に
丸
い
台
紙
に
貼
り
付
け
ま
す
。
桃

の
花
な
ど
も
添
え
て
時
間
は
掛
か
り
ま
し
た

が
、
仕
上
が
り
は
上
々
。
作
品
を
手
に
、「
う

れ
し
い
ひ
な
祭
り
」
を
歌
い
、
和
や
か
に
今

年
度
最
後
の
学
級
を
終
了
し
ま
し
た
。

一
月
二
十
二
日　
松
ヶ
崎
児
童
館

　

平
成
二
十
三
年
は
雪
景
色
で
明
け
、
そ
の

後
も
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
餅
つ

き
大
会
当
日
は
晴
れ
、
気
温
は
十
度
、
暖
か

で
す
。
こ
の
行
事
は
数
年
前
か
ら
児
童
館
が

児
童
向
け
に
開
い
て
き
た
も
の
で
す
が
、
昨

年
か
ら
は
高
齢
者
か
ら
児
童
・
幼
児
も
一
緒

に
楽
し
め
る
行
事
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

が
共
催
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
日
九
時
半
、
協
議
会
委
員
約
二
十
名
、

応
援
の
少
年
補
導
委
員
数
名
が
児
童
館
に
集

結
。
職
員
や
父
兄
と
共
に
、
も
ち
米
洗
い
、

蒸
し
、
お
雑
煮
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
。
用
意

し
た
三
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
ち
米
の
半
分

は
電
動
も
ち
つ
き
機
で
つ
き
終
え
、
女
性
役

員
の
慣
れ
た
手
で
丸
め
ら
れ
、
餅
船
の
中
で

待
機
中
。
中
庭
に
は
石
臼
、
ベ
ン
チ
、
テ
ー

ブ
ル
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
一
時
、
自
転
車
に
乗
っ
た
小
学
生
、
お

母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
た
幼
児
、
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
い
た
お
父
さ
ん
、
孫
と
一
緒
の
お
じ
い

さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
達
が
ゾ
ク
ゾ
ク
と
入
場
。

中
庭
で
横
内
館
長
さ
ん
と
西
野
協
議
会
会
長

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
は
、
黄
な
粉
餅
コ
ー
ナ
ー
、

醤
油
餅
コ
ー
ナ
ー
、
雑
煮
コ
ー
ナ
ー
、
お
し

る
こ
コ
ー
ナ
ー
で
配
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
お

腹
が
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
頃
、
中
庭
中
央

の
石
臼
に
蒸
さ
れ
た
餅
米
が
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
米
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
男
性
役
員

が
コ
ツ
キ（
杵
の
先
を
使
っ
て
捏
ね
る
こ
と
）

し
た
後
、
杵
が
児
童
に
渡
さ
れ
、
餅
つ
き
が

始
ま
り
ま
し
た
。
重
い
杵
、
粘
る
モ
チ
米
、

子
供
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
三
、
四
人

掛
か
り
で
つ
き
終
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
食
欲
は
旺
盛
、
事
前
用
意
の
モ

チ
、
庭
中
央
の
手
つ
き
モ
チ
、
庭
隅
に
据
え

た
機
械
に
よ
る
モ
チ
、
そ
れ
ら
は
飛
ぶ
よ
う

に
捌
け
、
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
長
い
行
列
が
出

来
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

十
二
時
過
ぎ
、
満
腹
に
な
っ
た
子
供
た
ち

は
遊
戯
室
へ
移
動
、
里
井
夫
妻
の
腹
話
術
、

人
形
の
元
気
君
と
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
と

の
掛
け
合
い
に
大
喜
び
。

　

も
ち
つ
き
大
会
は
二
百
余
名
の
参
加
者
を

得
て
、
午
後
一
時
過
ぎ
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
格
は
民
生
児

童
委
員
で
し
ょ
う
。
昭
和
二
十
三
年
施
行
の

民
生
委
員
法
「
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
な
い
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
」
の
精
神
の
下
で
活
動
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
老
人
福
祉
委
員
は
、
社
会
の
高
齢

化
が
進
み
始
め
た
昭
和
五
十
年
代
、
従
来
の

民
生
委
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
京

都
市
の
独
自
事
業
と
し
て
「
独
居
老
人
の
安

否
確
認
や
相
談
活
動
を
行
う
」
趣
旨
で
発
足

し
た
も
の
で
す
。
各
学
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会
の
推
薦
・
市
長
の
委
嘱
に
よ
り
、
市
内

で
千
三
百
十
人
が
活
動
中
で
す
。

　

松
ヶ
崎
学
区
内
で
は
別
表
の
よ
う
に
六
人

の
委
員
が
、
約
八
十
人
の
独
居
老
人
に
対
し

て
、
平
均
で
月
一
回
家
庭
訪
問
し
て
、
問
題

が
あ
り
そ
う
な
ケ
ー
ス
は
縁
者
と
の
関
係
を

考
慮
し
な
が
ら
、
福
祉
事
務
所
や
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

•
顔
を
覚
え
て
も
ら
え
な
く
て
、
押
し
売
り

扱
い
さ
れ
る

•
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
の
長
い
愚
痴

の
応
答
に
困
る

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、

•
自
分
を
律
し
て
趣
味
や
お
稽
古
に
励
ん
で
お

ら
れ
る
方
に
老
い
の
手
本
を
見
せ
て
貰
う

•
訪
問
中
は
愚
痴
ば
か
り
の
人
に
店
先
で
会

っ
た
時
に
、「
い
つ
も
有
難
う
」
と
ね
ぎ

ら
わ
れ
る

な
ど
の
喜
び
も
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

最
近
は
連
れ
合
い
を
亡
く
し
て
も
葬
式
を

出
さ
な
い
人
や
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま
他
府

県
の
身
内
の
家
に
移
る
人
が
居
ら
れ
て
、
独

居
状
態
の
把
握
が
難
し
い
。「
ご
近
所
の
方

か
ら
委
員
に
情
報
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
。」、

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

孤
立
・
生
活
苦
・
認
知
症
の
悩
み
が
二
重

三
重
に
出
て
く
る
人
を
相
手
す
る
老
人
福
祉

委
員
に
負
担
が
掛
か
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
民

生
児
童
委
員
や
社
協
役
員
が
従
来
に
も
増
し

て
連
携
・
支
援
す
べ
き
だ
な
ー
と
、
編
集
子

は
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

表 .　老人福祉委員の名前と担当町名
氏　名 住　所 電話番号 担　当　町　名

村上幹子

福山真知子

安藤鈴代

古谷佐代子

吉田法子

井上和子

小竹藪町26

堀　　町23-1

泉 川 町14

芝 本 町24-5

桜 木 町17-5

河原田町5-17

791-8866

701-3031

781-6990

701-5179

722-1440

711-6072

小竹藪（南）、正田、小脇（南）、久土、
杉ヶ海道、木ノ本（南）

堀、御所、中（北）、西、壱町田（北）

泉川、柳井田、堂ﾉ上、横縄手、修理式

井出ヶ海道、芝本、今海道、呼返、
三反長

桜木町、東桜木、西桜木

井出ヶ鼻、小脇（北）

第
十
三
回
区
民
敬
老
会

平
成
二
十
二
年
度

健
康
す
こ
や
か
学
級
下
期

平
成
二
十
二
年
度

　
　
　
　
も
ち
つ
き
大
会

老
人
福
祉
委
員
の

　
　
　
　
　
活
動
紹
介

平
成
二
十
二
年
度
を

　
　
　
　
　

振
り
返
�
て

平
成
二
十
二
年
度
を

　
　
　
　
　

振
り
返
�
て
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発行
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発行者
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▽
編
集
委
員
△

芝

山

宗

昭

林
　

久

雄

村

上

弘

子

中
川
美
祢
子

梅

原

慈

子

　

本
年
度
の
最
終
の
月
、
十
一
日
に
東
北
地
方
を
大
地
震
・
大

津
波
が
襲
い
ま
し
た
。
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
と
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
を
上
回
る
近
年
最
大
の
も
の

で
し
た
。
地
震
・
津
波
災
害
の
被
災
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
福
祉
協
議
会
か
ら
と
り
あ
え
ず
五

万
円
の
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
平
安
時
代
の
西
暦
八
百
六
十
九
年
に
類
似
の
大
津
波

が
福
島
県
内
陸
部
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
の
調
査
結
果

が
十
余
年
前
に
出
さ
れ
、
東
電
原
発
の
耐
震
性
に
関
す
る
最
近

の
審
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
に
対
策
が
採
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
の
情
報
が
今
に
な
っ
て
届
き
、
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

世
界
は
気
候
・
資
源
・
経
済
・
人
権
の
諸
問
題
で
揺
れ
動
い

て
い
ま
す
。
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
高
齢
化
・
世
代
間
格
差
・
無

縁
社
会
化
な
ど
福
祉
の
問
題
も
大
き
な
流
れ
と
の
折
り
合
い
や

棹
差
し
を
考
え
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

本
年
度
は
当
会
役
員
に
移
動
が
あ
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
と

し
て
尽
く
さ
れ
ま
し
た
岩
崎
美
智
子
さ
ん
と
野
口
久
代
さ
ん
が

定
年
で
引
か
れ
、
新
た
に
和
田
恵
子
さ
ん
（
桜
木
町
）
と
中
川

理
恵
さ
ん
（
西
町
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
当
会
発

足
十
五
周
年
と
な
り

ま
す
。
役
員
一
同
、

初
心
に
帰
っ
て
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
松

ヶ
崎
学
区
の
皆
様
の

ご
鞭
撻
・
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
会
長
の
所

感
を
編
集
子
が
取
り

纏
め
ま
し
た
。）

十
月
二
十
日　
ア
ピ
カ
ル
イ
ン

　

今
夏
の
猛
暑
を
乗
り
越
え
、
徒
歩
や
バ
ス

で
学
区
の
高
齢
者
六
十
四
人
が
続
々
と
ア
ピ

カ
ル
イ
ン
に
お
集
ま
り
。
来
賓
二
十
二
名
、

役
員
二
十
六
名
を
加
え
た
百
十
二
人
で
二
階

ホ
ー
ル
は
一
杯
。

　

十
一
時
、
岩
崎
達
夫
副
会
長
の
司
会
で
開

会
。
ま
ず
、
西
野
会
長
か
ら
、「
本
日
は
ゆ

っ
く
り
歓
談
さ
れ
、
楽
し
ん
で
下
さ
い
。」

と
の
歓
迎
の
挨
拶
。
来
賓
を
代
表
し
て
、
岩

崎
猛
彦
自
治
連
合
会
長
か
ら
、「
散
歩
、
農
業
、

孫
の
世
話
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
目
的
を

持
っ
た
日
々
の
活
動
が
健
康
の
源
。
こ
の
会

が
皆
様
の
活
力
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
。」、
と
の
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

最
初
の
出
演
は
松
ヶ
崎
小
学
校
三
年
生
四

十
六
人
。「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、

お
げ
ん
き
で
す
か
？
僕
た
ち
三
年
生
は
み

ん
な
仲
良
く
元
気
で
す
。
運
動
会
は
終
わ
っ

た
。
ビ
リ
の
気
持
ち
は
判
る
か
な
？
」
等
々
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
響
き
渡
る
声
で
順
番

に
、
掛
け
合
い
な
が
ら
挨
拶
し
て
く
れ
ま
し

た
。
次
い
で
、〝
聖
者
が
町
に
や
っ
て
き
た
〞、

〝
夕
焼
け
小
焼
け
〞
な
ど
七
曲
を
リ
コ
ー
ダ

や
喉
で
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
林
顧
問
が
〝
社
協
活
動
報
告
〞

と
し
て
以
下
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
初

回
の
敬
老
会
を
小
学
校
講
堂
で
開
催
し
た
が
、

参
加
者
が
予
想
よ
り
多
く
、
急
遽
借
り
出
し

た
椅
子
か
ら
線
香
の
匂
い
が
し
た
。
最
近
で

は
、
小
学
校
で
年
七
回
、〝
す
こ
や
か
学
級
〞

を
開
催
し
、
ナ
ゾ
ナ
ゾ
や
工
作
で
高
齢
者
の

頭
と
体
の
健
康
を
増
進
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン

ピ
ン
コ
ロ
リ
）
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
。
幼

児
と
母
親
向
け
に
松
ヶ
崎
児
童
館
で
〝
子
育

て
サ
ロ
ン
〞

を
開
催
。
寝

具
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
社
協

便
り
発
行
を

通
じ
て
、
無

縁
社
会
化
に

対
抗
し
て
い

る
こ
と
な
ど
な
ど
。

　

昼
食
の
ま
え
に
、
来
賓
の
松
ヶ
崎
消
防
分

団
西
郡
部
長
か
ら
一
言
。「
住
宅
火
災
原
因

の
一
位
が
放
火
で
す
。
家
の
周
り
に
新
聞
紙

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
置
か
ず
、
物
置
は
施

錠
し
、
駐
車
場
は
明
る
く
し
、
シ
ー
ト
は
難

燃
性
の
物
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
火
災
の
初
期

に
出
る
煙
を
感
知
し
て
警
報
音
を
出
す
報
知

器
が
、
焼
死
を
防
ぐ
た
め
に
も
火
災
を
隣
家

に
広
げ
な
い
た
め
に
も
有
効
で
す
。
取
り
付

け
が
難
し
い
場
合
は
消
防
分
団
員
が
手
伝
い

ま
す
。」
と
。

　

午
後
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
歌
謡
曲
ま
で

幅
広
く
出
前
演
奏
す
る
音
楽
家
集
団
〝
京
の

音
屋
〞
が
出
演
。「
真
っ
赤
な
太
陽
」、「
南

国
土
佐
を
後
に
し
て
」、「
り
ん
ご
の
う
た
」

で
始
ま
り
。「
君
の
名
は
」
で
は
、
プ
ロ
顔

負
け
の
美
声
飛
び
入
り
に
、
ヤ
ン
ヤ
の
喝
采
。

後
半
は
、
韓
国
ド
ラ
マ
主
題
歌
「
冬
の
ソ
ナ

タ
」、
モ
ン
テ
ィ
作
曲
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」

の
美
し
い
演
奏
に
う
っ
と
り
。

　

最
後
は
、
皆
で
「
青
い
山
脈
」
を
大
合
唱

し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
吉
田
・
井
栗
両
保
育
士
さ
ん
の
リ

ー
ド
で
「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
」
の
替

え
歌

　

健
康
は
歩
い
て
こ
な
い

　

だ
か
ら
自
分
で
作
る
の
さ

　

味
噌
汁
一
杯
、
梅
干
一
個

　

合
わ
せ
て
食
塩
三
グ
ラ
ム

　

人
生
は
ワ
ン
ツ
ー
パ
ン
チ

　

手
を
取
り
合
っ
て
生
き
よ
う
よ

　

一
日
食
塩
十
グ
ラ
ム

　

制
限
し
な
が
ら
食
べ
よ
う
よ

　

野
菜
食
べ
て
、
牛
乳
飲
ん
で

　

ワ
ン
ツ
ー
ワ
ン
ツ
ー

　

胸
を
張
っ
て
歩
こ
う

　

そ
れ
、
ワ
ン
ツ
ー
ワ
ン
ツ
ー

を
歌
い
な
が
ら
体
を
解
し
、
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

第
五
回　
十
一
月
十
七
日

　

新
入
の
女
性
一
人
を
加
え
、
二
十
一
人
が

参
加
。
吉
田
先
生
の
弾
く
エ
ロ
ク
ト
ー
ン
・

歌
に
合
わ
せ
て
出
席
点
呼
。
次
い
で
、
西
野

会
長
を
含
め
、
十
月
、
十
一
月
生
ま
れ
の
七

人
を
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
で
お
祝
い
。

　

午
前
の
第
一
部
は
音
楽
の
時
間
。
社
協
役

員
今
井
さ
ん
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
に
合
わ
せ
て

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
を
口
ず
さ
む
。
西
野
会

長
は
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
、
演
歌
〝
酒
よ
〞

を
シ
ミ
ジ
ミ
と
歌
っ
た
。

　

第
二
部
は
井
栗
先
生
の
「
京
都
ク
イ
ズ
」

松
ヶ
崎
言
葉（
マ
ッ
チ
ャ
キ
こ
と
ば
）編
。「
あ

と
じ
ょ
り
」、「
あ
わ
い
さ
」、「
い
か
れ
ろ
」

等
々
。
地
元
生
ま
れ
や
半
世
紀
住
ま
い
の
生

徒
は
悠
々
正
解
し
、
逆
に
先
生
に
発
音
訂
正

を
申
し
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
西
野
会
長
の
ナ
ゾ
ナ
ゾ
で
頭
の

体
操
。「
正
直
な
虫
の
母
さ
ん
は
？
」、「
夫

婦
で
散
歩
、
前
に
行
く
の
は
誰
？
」、
な
ど

全
十
題
。
学
級
の
な
ぞ
な
ぞ
王
こ
と
小
倉
宏

さ
ん
は
二
問
正
解
。
全
員
で
の
正
答
率
は
40

％
。
学
力
が
付
い
て
来
ま
し
た
ね
。

　

午
前
の
最
後
は
市
橋
看
護
師
か
ら
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
健
康
講
話
と
血
圧
測
定
を

受
け
ま
し
た
。
院
内
異
動
で
今
回
が
最
後
と

な
っ
た
市
橋
さ
ん
に
お
菓
子
の
レ
イ
を
贈
り
、

全
員
で
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
腹
ご
な
し
の
ゲ
ー
ム
。
生
徒

は
各
々
三
個
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
支
給
さ
れ
、

「
権
兵
衛
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
」
を
歌
い
な
が

ら
ジ
グ
ザ
グ
行
進
し
、
相
手
を
見
つ
け
て
ジ

ャ
ン
ケ
ン
。
負
け
れ
ば
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
召
し

上
げ
ら
れ
退
場
す
る
仕
組
み
。
十
回
経
過
後

も
七
割
が
生
き
残
り
、
熱
気
ム
ン
ム
ン
。

　

午
後
の
本
番
は
工
作
「
箸
袋
作
り
」。
和

柄
の
紙
を
三
折
り
し
、
水
引
結
び
を
基
本
に

し
ま
す
。
紙
の
色
・
柄
選
び
、
折
り
目
の
付

け
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
米
寿
を
越
え
た
お

二
人
も
教
え
あ
い
な
が
ら
。
お
正
月
の
テ
ー

ブ
ル
に
花
を
添
え
る
箸
袋
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

第
六
回　
十
二
月
十
五
日

　
今
回
は
松
ヶ
崎
社
協
役
員
と
大
原
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
職
員
が
協
力
し
て
運
営
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
師
走
の
冷
え
込
み
は

厳
し
い
も
の
の
元
気
な
顔
が
揃
い
ま
し
た
。

　

林
顧
問
の
挨
拶
で
一
時
限
が
始
ま
り
、
小

学
校
一
年
一
組
の
児
童
が
入
場
。〝
ゲ
ン
コ

ツ
山
の
た
ぬ
き
さ
ん
〞
を
歌
い
な
が
ら
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
。
負
け
た
人
が
勝
っ
た
人
に

肩
叩
き
や
肩
揉
み
を
し
ま
す
。
く
す
ぐ
っ
た

半
分
、
お
互
い
笑
顔
満
面
で
す
。

　

二
時
限
に
は
一
年
二
組
の
児
童
が
入
場
。

学
芸
会
の
出
し
物
で
あ
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
な
ど
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

三
時
限
は
音
楽
鑑
賞
、
地
元
の
自
称
「
元

気
老
人
ト
リ
オ
」
が
入
場
。
役
員
の
芝
山
宗

昭
さ
ん
（
東
町
）
は
フ
ル
ー
ト
、
田
中
督
彦

さ
ん（
樋
ノ
上
町
）と
田
中
美
由
紀
さ
ん（
河

原
田
町
）
の
二
人
は
ギ
タ
ー
で
、
歌
劇
〝
カ

ル
メ
ン
間
奏
曲
〞
と
、
ポ
ッ
プ
ス
系
の
〝
緑

の
瞳
〞
の
二
曲
を
演
奏
。
最
後
は
、〝
聖
夜
〞

を
学
級
生
、
小
学
一
年
生
、
役
員
と
一
緒
に
。

笛
、
弦
、
人
の
声
が
調
和
し
、
至
福
の
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
〆
は
血
圧
測
定
。
ク
イ
ズ
な
し
、

ゲ
ー
ム
な
し
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
た
た
め

か
、
値
は
低
め
で
皆
さ
ん
ご
安
心
。
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
昼
食
。

　

午
後
は
陶
芸
教
室
で
す
。
修
学
院
山
添
町

に
あ
る
心
身
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
修
光

学
園
」
陶
芸
班
の
青
年
達
が
職
員
と
共
に
登

場
。
予
め
学
園
内
で
作
っ
た
素
焼
き
の
角
皿

が
持
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
下
絵
を
鉛
筆
で
書
き
ま
す
。
事
前

に
絵
柄
を
用
意
し
た
感
心
な
学
級
生
も
居
ま

し
た
が
、
泰
磨
さ
ん
が
描
い
た
ウ
サ
ギ
の
色

紙
や
奥
谷
役
員
が
持
込
ん
だ
絵
皿
な
ど
を
参

考
に
、
慣
れ
ぬ
デ
ッ
サ
ン
作
業
。
最
後
は
、

焼
き
上
が
る
と
青
色
に
な
る
顔
料
を
筆
に
含

ま
せ
本
絵
描
き
。

　

学
級
生
の
作
品
は
学
園
の
窯
で
焼
か
れ
、

三
月
二
十
日
に
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
ご
披
露

さ
れ
ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。

第
七
回　
三
月
二
日

　
春
の
気
配
を
感
じ
る
三
月
二
日
、
男
性
四

人
、
女
性
十
一
人
が
ご
出
席
。
吉
田
先
生
の

キ
ー
ボ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、「
う
ぐ
い
す
」、

「
春
が
来
た
」
の
季
節
の
歌
で
ス
タ
ー
ト
。

十
二
、
一
、
二
、
三
月
生
ま
れ
の
方
を
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
で
お
祝
い
。

　

二
時
限
は
西
野
会
長
に
よ
る
「
電
化
製
品

今
昔
」
の
お
話
。
戦
前
の
氷
式
冷
蔵
庫
か
ら
、

冷
凍
機
付
き
家
庭
用
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
炊

飯
器
等
々
、
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
驚
く
ば

か
り
。
家
の
中
の
ア
チ
コ
チ
で
「
ピ
ッ
ピ
ッ

ピ
」
の
電
子
音
。
テ
レ
ビ
情
報
の
過
多
や
携

帯
電
話
の
マ
ナ
ー
悪
さ
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
見
か
け
の
豊
か
さ
や
便
利
さ
に
流
さ

れ
な
い
よ
う
に
点
検
す
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

三
時
限
は
井
栗
先
生
に
よ
る
京
都
ク
イ
ズ
。

明
治
十
年
京
都
駅
竣
工
時
の
鉄
道
路
線
（
行

き
先
）
は
、
奈
良
、
大
津
、
亀
岡
、
大
阪
の

ど
れ
？
明
治
十
七
年
岩
倉
卿
の
尽
力
で
十

四
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
祭
り
は
？
な
ど
難

問
だ
ら
け
で
、
今
回
は
先
生
の
優
勢
勝
ち
で

し
た
。

　

四
時
限
は
新
任
講
師
（
博
愛
会
病
院
の
高

橋
看
護
師
）
か
ら
逆
流
性
食
道
炎
に
つ
い
て

の
健
康
講
話
。「
食
後
直
ぐ
に
横
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
消
化
の
良
い
物
を
適
量
頂
き
ま

し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。

　

昼
食
後
は
ボ
ー
リ
ン
グ
。
綿
入
れ
ボ
ー
ル

を
長
机
連
結
レ
ー
ン
上
で
転
が
し
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ピ
ン
を
倒
す
遊
び
。「
ボ
ー
リ
ン

グ
は
し
た
こ
と
無
い
わ
」
と
ワ
イ
ワ
イ
言
い

な
が
ら
も
見
事
な
フ
ォ
ー
ム
で
投
げ
る
人
も

居
て
、
高
得
点
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
雛
人
形
製
作
。
折
り
紙
で
お
内
裏

さ
ま
、
お
雛
様
を
作
り
、
厚
め
の
御
座
模
様

も
一
緒
に
丸
い
台
紙
に
貼
り
付
け
ま
す
。
桃

の
花
な
ど
も
添
え
て
時
間
は
掛
か
り
ま
し
た

が
、
仕
上
が
り
は
上
々
。
作
品
を
手
に
、「
う

れ
し
い
ひ
な
祭
り
」
を
歌
い
、
和
や
か
に
今

年
度
最
後
の
学
級
を
終
了
し
ま
し
た
。

一
月
二
十
二
日　
松
ヶ
崎
児
童
館

　

平
成
二
十
三
年
は
雪
景
色
で
明
け
、
そ
の

後
も
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
餅
つ

き
大
会
当
日
は
晴
れ
、
気
温
は
十
度
、
暖
か

で
す
。
こ
の
行
事
は
数
年
前
か
ら
児
童
館
が

児
童
向
け
に
開
い
て
き
た
も
の
で
す
が
、
昨

年
か
ら
は
高
齢
者
か
ら
児
童
・
幼
児
も
一
緒

に
楽
し
め
る
行
事
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

が
共
催
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
日
九
時
半
、
協
議
会
委
員
約
二
十
名
、

応
援
の
少
年
補
導
委
員
数
名
が
児
童
館
に
集

結
。
職
員
や
父
兄
と
共
に
、
も
ち
米
洗
い
、

蒸
し
、
お
雑
煮
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
。
用
意

し
た
三
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
ち
米
の
半
分

は
電
動
も
ち
つ
き
機
で
つ
き
終
え
、
女
性
役

員
の
慣
れ
た
手
で
丸
め
ら
れ
、
餅
船
の
中
で

待
機
中
。
中
庭
に
は
石
臼
、
ベ
ン
チ
、
テ
ー

ブ
ル
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
一
時
、
自
転
車
に
乗
っ
た
小
学
生
、
お

母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
た
幼
児
、
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
い
た
お
父
さ
ん
、
孫
と
一
緒
の
お
じ
い

さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
達
が
ゾ
ク
ゾ
ク
と
入
場
。

中
庭
で
横
内
館
長
さ
ん
と
西
野
協
議
会
会
長

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
は
、
黄
な
粉
餅
コ
ー
ナ
ー
、

醤
油
餅
コ
ー
ナ
ー
、
雑
煮
コ
ー
ナ
ー
、
お
し

る
こ
コ
ー
ナ
ー
で
配
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
お

腹
が
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
頃
、
中
庭
中
央

の
石
臼
に
蒸
さ
れ
た
餅
米
が
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
米
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
男
性
役
員

が
コ
ツ
キ（
杵
の
先
を
使
っ
て
捏
ね
る
こ
と
）

し
た
後
、
杵
が
児
童
に
渡
さ
れ
、
餅
つ
き
が

始
ま
り
ま
し
た
。
重
い
杵
、
粘
る
モ
チ
米
、

子
供
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
三
、
四
人

掛
か
り
で
つ
き
終
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
食
欲
は
旺
盛
、
事
前
用
意
の
モ

チ
、
庭
中
央
の
手
つ
き
モ
チ
、
庭
隅
に
据
え

た
機
械
に
よ
る
モ
チ
、
そ
れ
ら
は
飛
ぶ
よ
う

に
捌
け
、
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
長
い
行
列
が
出

来
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

十
二
時
過
ぎ
、
満
腹
に
な
っ
た
子
供
た
ち

は
遊
戯
室
へ
移
動
、
里
井
夫
妻
の
腹
話
術
、

人
形
の
元
気
君
と
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
と

の
掛
け
合
い
に
大
喜
び
。

　

も
ち
つ
き
大
会
は
二
百
余
名
の
参
加
者
を

得
て
、
午
後
一
時
過
ぎ
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
格
は
民
生
児

童
委
員
で
し
ょ
う
。
昭
和
二
十
三
年
施
行
の

民
生
委
員
法
「
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
な
い
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
」
の
精
神
の
下
で
活
動
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
老
人
福
祉
委
員
は
、
社
会
の
高
齢

化
が
進
み
始
め
た
昭
和
五
十
年
代
、
従
来
の

民
生
委
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
京

都
市
の
独
自
事
業
と
し
て
「
独
居
老
人
の
安

否
確
認
や
相
談
活
動
を
行
う
」
趣
旨
で
発
足

し
た
も
の
で
す
。
各
学
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会
の
推
薦
・
市
長
の
委
嘱
に
よ
り
、
市
内

で
千
三
百
十
人
が
活
動
中
で
す
。

　

松
ヶ
崎
学
区
内
で
は
別
表
の
よ
う
に
六
人

の
委
員
が
、
約
八
十
人
の
独
居
老
人
に
対
し

て
、
平
均
で
月
一
回
家
庭
訪
問
し
て
、
問
題

が
あ
り
そ
う
な
ケ
ー
ス
は
縁
者
と
の
関
係
を

考
慮
し
な
が
ら
、
福
祉
事
務
所
や
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

•
顔
を
覚
え
て
も
ら
え
な
く
て
、
押
し
売
り

扱
い
さ
れ
る

•
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
の
長
い
愚
痴

の
応
答
に
困
る

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、

•
自
分
を
律
し
て
趣
味
や
お
稽
古
に
励
ん
で
お

ら
れ
る
方
に
老
い
の
手
本
を
見
せ
て
貰
う

•
訪
問
中
は
愚
痴
ば
か
り
の
人
に
店
先
で
会

っ
た
時
に
、「
い
つ
も
有
難
う
」
と
ね
ぎ

ら
わ
れ
る

な
ど
の
喜
び
も
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

最
近
は
連
れ
合
い
を
亡
く
し
て
も
葬
式
を

出
さ
な
い
人
や
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま
他
府

県
の
身
内
の
家
に
移
る
人
が
居
ら
れ
て
、
独

居
状
態
の
把
握
が
難
し
い
。「
ご
近
所
の
方

か
ら
委
員
に
情
報
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
。」、

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

孤
立
・
生
活
苦
・
認
知
症
の
悩
み
が
二
重

三
重
に
出
て
く
る
人
を
相
手
す
る
老
人
福
祉

委
員
に
負
担
が
掛
か
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
民

生
児
童
委
員
や
社
協
役
員
が
従
来
に
も
増
し

て
連
携
・
支
援
す
べ
き
だ
な
ー
と
、
編
集
子

は
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

表 .　老人福祉委員の名前と担当町名
氏　名 住　所 電話番号 担　当　町　名

村上幹子

福山真知子

安藤鈴代

古谷佐代子

吉田法子

井上和子

小竹藪町26

堀　　町23-1

泉 川 町14

芝 本 町24-5

桜 木 町17-5

河原田町5-17

791-8866

701-3031

781-6990

701-5179

722-1440

711-6072

小竹藪（南）、正田、小脇（南）、久土、
杉ヶ海道、木ノ本（南）

堀、御所、中（北）、西、壱町田（北）

泉川、柳井田、堂ﾉ上、横縄手、修理式

井出ヶ海道、芝本、今海道、呼返、
三反長

桜木町、東桜木、西桜木

井出ヶ鼻、小脇（北）

第
十
三
回
区
民
敬
老
会

平
成
二
十
二
年
度

健
康
す
こ
や
か
学
級
下
期

平
成
二
十
二
年
度

　
　
　
　
も
ち
つ
き
大
会

老
人
福
祉
委
員
の

　
　
　
　
　
活
動
紹
介

平
成
二
十
二
年
度
を

　
　
　
　
　

振
り
返
�
て

平
成
二
十
二
年
度
を

　
　
　
　
　

振
り
返
�
て
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編
集
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△

芝

山
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昭

林
　

久

雄

村

上

弘

子

中
川
美
祢
子

梅

原

慈

子

　

本
年
度
の
最
終
の
月
、
十
一
日
に
東
北
地
方
を
大
地
震
・
大

津
波
が
襲
い
ま
し
た
。
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
と
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
を
上
回
る
近
年
最
大
の
も
の

で
し
た
。
地
震
・
津
波
災
害
の
被
災
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
福
祉
協
議
会
か
ら
と
り
あ
え
ず
五

万
円
の
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
平
安
時
代
の
西
暦
八
百
六
十
九
年
に
類
似
の
大
津
波

が
福
島
県
内
陸
部
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
の
調
査
結
果

が
十
余
年
前
に
出
さ
れ
、
東
電
原
発
の
耐
震
性
に
関
す
る
最
近

の
審
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
に
対
策
が
採
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
の
情
報
が
今
に
な
っ
て
届
き
、
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

世
界
は
気
候
・
資
源
・
経
済
・
人
権
の
諸
問
題
で
揺
れ
動
い

て
い
ま
す
。
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
高
齢
化
・
世
代
間
格
差
・
無

縁
社
会
化
な
ど
福
祉
の
問
題
も
大
き
な
流
れ
と
の
折
り
合
い
や

棹
差
し
を
考
え
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

本
年
度
は
当
会
役
員
に
移
動
が
あ
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
と

し
て
尽
く
さ
れ
ま
し
た
岩
崎
美
智
子
さ
ん
と
野
口
久
代
さ
ん
が

定
年
で
引
か
れ
、
新
た
に
和
田
恵
子
さ
ん
（
桜
木
町
）
と
中
川

理
恵
さ
ん
（
西
町
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
当
会
発

足
十
五
周
年
と
な
り

ま
す
。
役
員
一
同
、

初
心
に
帰
っ
て
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
松

ヶ
崎
学
区
の
皆
様
の

ご
鞭
撻
・
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
会
長
の
所

感
を
編
集
子
が
取
り

纏
め
ま
し
た
。）

十
月
二
十
日　
ア
ピ
カ
ル
イ
ン

　

今
夏
の
猛
暑
を
乗
り
越
え
、
徒
歩
や
バ
ス

で
学
区
の
高
齢
者
六
十
四
人
が
続
々
と
ア
ピ

カ
ル
イ
ン
に
お
集
ま
り
。
来
賓
二
十
二
名
、

役
員
二
十
六
名
を
加
え
た
百
十
二
人
で
二
階

ホ
ー
ル
は
一
杯
。

　

十
一
時
、
岩
崎
達
夫
副
会
長
の
司
会
で
開

会
。
ま
ず
、
西
野
会
長
か
ら
、「
本
日
は
ゆ

っ
く
り
歓
談
さ
れ
、
楽
し
ん
で
下
さ
い
。」

と
の
歓
迎
の
挨
拶
。
来
賓
を
代
表
し
て
、
岩

崎
猛
彦
自
治
連
合
会
長
か
ら
、「
散
歩
、
農
業
、

孫
の
世
話
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
目
的
を

持
っ
た
日
々
の
活
動
が
健
康
の
源
。
こ
の
会

が
皆
様
の
活
力
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
。」、
と
の
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

最
初
の
出
演
は
松
ヶ
崎
小
学
校
三
年
生
四

十
六
人
。「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、

お
げ
ん
き
で
す
か
？
僕
た
ち
三
年
生
は
み

ん
な
仲
良
く
元
気
で
す
。
運
動
会
は
終
わ
っ

た
。
ビ
リ
の
気
持
ち
は
判
る
か
な
？
」
等
々
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
響
き
渡
る
声
で
順
番

に
、
掛
け
合
い
な
が
ら
挨
拶
し
て
く
れ
ま
し

た
。
次
い
で
、〝
聖
者
が
町
に
や
っ
て
き
た
〞、

〝
夕
焼
け
小
焼
け
〞
な
ど
七
曲
を
リ
コ
ー
ダ

や
喉
で
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
林
顧
問
が
〝
社
協
活
動
報
告
〞

と
し
て
以
下
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
初

回
の
敬
老
会
を
小
学
校
講
堂
で
開
催
し
た
が
、

参
加
者
が
予
想
よ
り
多
く
、
急
遽
借
り
出
し

た
椅
子
か
ら
線
香
の
匂
い
が
し
た
。
最
近
で

は
、
小
学
校
で
年
七
回
、〝
す
こ
や
か
学
級
〞

を
開
催
し
、
ナ
ゾ
ナ
ゾ
や
工
作
で
高
齢
者
の

頭
と
体
の
健
康
を
増
進
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン

ピ
ン
コ
ロ
リ
）
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
。
幼

児
と
母
親
向
け
に
松
ヶ
崎
児
童
館
で
〝
子
育

て
サ
ロ
ン
〞

を
開
催
。
寝

具
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
社
協

便
り
発
行
を

通
じ
て
、
無

縁
社
会
化
に

対
抗
し
て
い

る
こ
と
な
ど
な
ど
。

　

昼
食
の
ま
え
に
、
来
賓
の
松
ヶ
崎
消
防
分

団
西
郡
部
長
か
ら
一
言
。「
住
宅
火
災
原
因

の
一
位
が
放
火
で
す
。
家
の
周
り
に
新
聞
紙

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
置
か
ず
、
物
置
は
施

錠
し
、
駐
車
場
は
明
る
く
し
、
シ
ー
ト
は
難

燃
性
の
物
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
火
災
の
初
期

に
出
る
煙
を
感
知
し
て
警
報
音
を
出
す
報
知

器
が
、
焼
死
を
防
ぐ
た
め
に
も
火
災
を
隣
家

に
広
げ
な
い
た
め
に
も
有
効
で
す
。
取
り
付

け
が
難
し
い
場
合
は
消
防
分
団
員
が
手
伝
い

ま
す
。」
と
。

　

午
後
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
歌
謡
曲
ま
で

幅
広
く
出
前
演
奏
す
る
音
楽
家
集
団
〝
京
の

音
屋
〞
が
出
演
。「
真
っ
赤
な
太
陽
」、「
南

国
土
佐
を
後
に
し
て
」、「
り
ん
ご
の
う
た
」

で
始
ま
り
。「
君
の
名
は
」
で
は
、
プ
ロ
顔

負
け
の
美
声
飛
び
入
り
に
、
ヤ
ン
ヤ
の
喝
采
。

後
半
は
、
韓
国
ド
ラ
マ
主
題
歌
「
冬
の
ソ
ナ

タ
」、
モ
ン
テ
ィ
作
曲
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」

の
美
し
い
演
奏
に
う
っ
と
り
。

　

最
後
は
、
皆
で
「
青
い
山
脈
」
を
大
合
唱

し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
吉
田
・
井
栗
両
保
育
士
さ
ん
の
リ

ー
ド
で
「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
」
の
替

え
歌

　

健
康
は
歩
い
て
こ
な
い

　

だ
か
ら
自
分
で
作
る
の
さ

　

味
噌
汁
一
杯
、
梅
干
一
個

　

合
わ
せ
て
食
塩
三
グ
ラ
ム

　

人
生
は
ワ
ン
ツ
ー
パ
ン
チ

　

手
を
取
り
合
っ
て
生
き
よ
う
よ

　

一
日
食
塩
十
グ
ラ
ム

　

制
限
し
な
が
ら
食
べ
よ
う
よ

　

野
菜
食
べ
て
、
牛
乳
飲
ん
で

　

ワ
ン
ツ
ー
ワ
ン
ツ
ー

　

胸
を
張
っ
て
歩
こ
う

　

そ
れ
、
ワ
ン
ツ
ー
ワ
ン
ツ
ー

を
歌
い
な
が
ら
体
を
解
し
、
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

第
五
回　
十
一
月
十
七
日

　

新
入
の
女
性
一
人
を
加
え
、
二
十
一
人
が

参
加
。
吉
田
先
生
の
弾
く
エ
ロ
ク
ト
ー
ン
・

歌
に
合
わ
せ
て
出
席
点
呼
。
次
い
で
、
西
野

会
長
を
含
め
、
十
月
、
十
一
月
生
ま
れ
の
七

人
を
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
で
お
祝
い
。

　

午
前
の
第
一
部
は
音
楽
の
時
間
。
社
協
役

員
今
井
さ
ん
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
に
合
わ
せ
て

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
を
口
ず
さ
む
。
西
野
会

長
は
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
、
演
歌
〝
酒
よ
〞

を
シ
ミ
ジ
ミ
と
歌
っ
た
。

　

第
二
部
は
井
栗
先
生
の
「
京
都
ク
イ
ズ
」

松
ヶ
崎
言
葉（
マ
ッ
チ
ャ
キ
こ
と
ば
）編
。「
あ

と
じ
ょ
り
」、「
あ
わ
い
さ
」、「
い
か
れ
ろ
」

等
々
。
地
元
生
ま
れ
や
半
世
紀
住
ま
い
の
生

徒
は
悠
々
正
解
し
、
逆
に
先
生
に
発
音
訂
正

を
申
し
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
西
野
会
長
の
ナ
ゾ
ナ
ゾ
で
頭
の

体
操
。「
正
直
な
虫
の
母
さ
ん
は
？
」、「
夫

婦
で
散
歩
、
前
に
行
く
の
は
誰
？
」、
な
ど

全
十
題
。
学
級
の
な
ぞ
な
ぞ
王
こ
と
小
倉
宏

さ
ん
は
二
問
正
解
。
全
員
で
の
正
答
率
は
40

％
。
学
力
が
付
い
て
来
ま
し
た
ね
。

　

午
前
の
最
後
は
市
橋
看
護
師
か
ら
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
健
康
講
話
と
血
圧
測
定
を

受
け
ま
し
た
。
院
内
異
動
で
今
回
が
最
後
と

な
っ
た
市
橋
さ
ん
に
お
菓
子
の
レ
イ
を
贈
り
、

全
員
で
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
腹
ご
な
し
の
ゲ
ー
ム
。
生
徒

は
各
々
三
個
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
支
給
さ
れ
、

「
権
兵
衛
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
」
を
歌
い
な
が

ら
ジ
グ
ザ
グ
行
進
し
、
相
手
を
見
つ
け
て
ジ

ャ
ン
ケ
ン
。
負
け
れ
ば
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
召
し

上
げ
ら
れ
退
場
す
る
仕
組
み
。
十
回
経
過
後

も
七
割
が
生
き
残
り
、
熱
気
ム
ン
ム
ン
。

　

午
後
の
本
番
は
工
作
「
箸
袋
作
り
」。
和

柄
の
紙
を
三
折
り
し
、
水
引
結
び
を
基
本
に

し
ま
す
。
紙
の
色
・
柄
選
び
、
折
り
目
の
付

け
方
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
米
寿
を
越
え
た
お

二
人
も
教
え
あ
い
な
が
ら
。
お
正
月
の
テ
ー

ブ
ル
に
花
を
添
え
る
箸
袋
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

第
六
回　
十
二
月
十
五
日

　
今
回
は
松
ヶ
崎
社
協
役
員
と
大
原
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
職
員
が
協
力
し
て
運
営
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
師
走
の
冷
え
込
み
は

厳
し
い
も
の
の
元
気
な
顔
が
揃
い
ま
し
た
。

　

林
顧
問
の
挨
拶
で
一
時
限
が
始
ま
り
、
小

学
校
一
年
一
組
の
児
童
が
入
場
。〝
ゲ
ン
コ

ツ
山
の
た
ぬ
き
さ
ん
〞
を
歌
い
な
が
ら
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
。
負
け
た
人
が
勝
っ
た
人
に

肩
叩
き
や
肩
揉
み
を
し
ま
す
。
く
す
ぐ
っ
た

半
分
、
お
互
い
笑
顔
満
面
で
す
。

　

二
時
限
に
は
一
年
二
組
の
児
童
が
入
場
。

学
芸
会
の
出
し
物
で
あ
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
な
ど
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

三
時
限
は
音
楽
鑑
賞
、
地
元
の
自
称
「
元

気
老
人
ト
リ
オ
」
が
入
場
。
役
員
の
芝
山
宗

昭
さ
ん
（
東
町
）
は
フ
ル
ー
ト
、
田
中
督
彦

さ
ん（
樋
ノ
上
町
）と
田
中
美
由
紀
さ
ん（
河

原
田
町
）
の
二
人
は
ギ
タ
ー
で
、
歌
劇
〝
カ

ル
メ
ン
間
奏
曲
〞
と
、
ポ
ッ
プ
ス
系
の
〝
緑

の
瞳
〞
の
二
曲
を
演
奏
。
最
後
は
、〝
聖
夜
〞

を
学
級
生
、
小
学
一
年
生
、
役
員
と
一
緒
に
。

笛
、
弦
、
人
の
声
が
調
和
し
、
至
福
の
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
〆
は
血
圧
測
定
。
ク
イ
ズ
な
し
、

ゲ
ー
ム
な
し
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
た
た
め

か
、
値
は
低
め
で
皆
さ
ん
ご
安
心
。
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
昼
食
。

　

午
後
は
陶
芸
教
室
で
す
。
修
学
院
山
添
町

に
あ
る
心
身
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
修
光

学
園
」
陶
芸
班
の
青
年
達
が
職
員
と
共
に
登

場
。
予
め
学
園
内
で
作
っ
た
素
焼
き
の
角
皿

が
持
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
下
絵
を
鉛
筆
で
書
き
ま
す
。
事
前

に
絵
柄
を
用
意
し
た
感
心
な
学
級
生
も
居
ま

し
た
が
、
泰
磨
さ
ん
が
描
い
た
ウ
サ
ギ
の
色

紙
や
奥
谷
役
員
が
持
込
ん
だ
絵
皿
な
ど
を
参

考
に
、
慣
れ
ぬ
デ
ッ
サ
ン
作
業
。
最
後
は
、

焼
き
上
が
る
と
青
色
に
な
る
顔
料
を
筆
に
含

ま
せ
本
絵
描
き
。

　

学
級
生
の
作
品
は
学
園
の
窯
で
焼
か
れ
、

三
月
二
十
日
に
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
ご
披
露

さ
れ
ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。

第
七
回　
三
月
二
日

　
春
の
気
配
を
感
じ
る
三
月
二
日
、
男
性
四

人
、
女
性
十
一
人
が
ご
出
席
。
吉
田
先
生
の

キ
ー
ボ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、「
う
ぐ
い
す
」、

「
春
が
来
た
」
の
季
節
の
歌
で
ス
タ
ー
ト
。

十
二
、
一
、
二
、
三
月
生
ま
れ
の
方
を
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
で
お
祝
い
。

　

二
時
限
は
西
野
会
長
に
よ
る
「
電
化
製
品

今
昔
」
の
お
話
。
戦
前
の
氷
式
冷
蔵
庫
か
ら
、

冷
凍
機
付
き
家
庭
用
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
炊

飯
器
等
々
、
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
驚
く
ば

か
り
。
家
の
中
の
ア
チ
コ
チ
で
「
ピ
ッ
ピ
ッ

ピ
」
の
電
子
音
。
テ
レ
ビ
情
報
の
過
多
や
携

帯
電
話
の
マ
ナ
ー
悪
さ
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
見
か
け
の
豊
か
さ
や
便
利
さ
に
流
さ

れ
な
い
よ
う
に
点
検
す
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

三
時
限
は
井
栗
先
生
に
よ
る
京
都
ク
イ
ズ
。

明
治
十
年
京
都
駅
竣
工
時
の
鉄
道
路
線
（
行

き
先
）
は
、
奈
良
、
大
津
、
亀
岡
、
大
阪
の

ど
れ
？
明
治
十
七
年
岩
倉
卿
の
尽
力
で
十

四
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
祭
り
は
？
な
ど
難

問
だ
ら
け
で
、
今
回
は
先
生
の
優
勢
勝
ち
で

し
た
。

　

四
時
限
は
新
任
講
師
（
博
愛
会
病
院
の
高

橋
看
護
師
）
か
ら
逆
流
性
食
道
炎
に
つ
い
て

の
健
康
講
話
。「
食
後
直
ぐ
に
横
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
消
化
の
良
い
物
を
適
量
頂
き
ま

し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。

　

昼
食
後
は
ボ
ー
リ
ン
グ
。
綿
入
れ
ボ
ー
ル

を
長
机
連
結
レ
ー
ン
上
で
転
が
し
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ピ
ン
を
倒
す
遊
び
。「
ボ
ー
リ
ン

グ
は
し
た
こ
と
無
い
わ
」
と
ワ
イ
ワ
イ
言
い

な
が
ら
も
見
事
な
フ
ォ
ー
ム
で
投
げ
る
人
も

居
て
、
高
得
点
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
雛
人
形
製
作
。
折
り
紙
で
お
内
裏

さ
ま
、
お
雛
様
を
作
り
、
厚
め
の
御
座
模
様

も
一
緒
に
丸
い
台
紙
に
貼
り
付
け
ま
す
。
桃

の
花
な
ど
も
添
え
て
時
間
は
掛
か
り
ま
し
た

が
、
仕
上
が
り
は
上
々
。
作
品
を
手
に
、「
う

れ
し
い
ひ
な
祭
り
」
を
歌
い
、
和
や
か
に
今

年
度
最
後
の
学
級
を
終
了
し
ま
し
た
。

一
月
二
十
二
日　
松
ヶ
崎
児
童
館

　

平
成
二
十
三
年
は
雪
景
色
で
明
け
、
そ
の

後
も
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
餅
つ

き
大
会
当
日
は
晴
れ
、
気
温
は
十
度
、
暖
か

で
す
。
こ
の
行
事
は
数
年
前
か
ら
児
童
館
が

児
童
向
け
に
開
い
て
き
た
も
の
で
す
が
、
昨

年
か
ら
は
高
齢
者
か
ら
児
童
・
幼
児
も
一
緒

に
楽
し
め
る
行
事
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

が
共
催
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
日
九
時
半
、
協
議
会
委
員
約
二
十
名
、

応
援
の
少
年
補
導
委
員
数
名
が
児
童
館
に
集

結
。
職
員
や
父
兄
と
共
に
、
も
ち
米
洗
い
、

蒸
し
、
お
雑
煮
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
。
用
意

し
た
三
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
ち
米
の
半
分

は
電
動
も
ち
つ
き
機
で
つ
き
終
え
、
女
性
役

員
の
慣
れ
た
手
で
丸
め
ら
れ
、
餅
船
の
中
で

待
機
中
。
中
庭
に
は
石
臼
、
ベ
ン
チ
、
テ
ー

ブ
ル
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
一
時
、
自
転
車
に
乗
っ
た
小
学
生
、
お

母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
た
幼
児
、
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
い
た
お
父
さ
ん
、
孫
と
一
緒
の
お
じ
い

さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
達
が
ゾ
ク
ゾ
ク
と
入
場
。

中
庭
で
横
内
館
長
さ
ん
と
西
野
協
議
会
会
長

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
は
、
黄
な
粉
餅
コ
ー
ナ
ー
、

醤
油
餅
コ
ー
ナ
ー
、
雑
煮
コ
ー
ナ
ー
、
お
し

る
こ
コ
ー
ナ
ー
で
配
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
お

腹
が
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
頃
、
中
庭
中
央

の
石
臼
に
蒸
さ
れ
た
餅
米
が
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
米
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
男
性
役
員

が
コ
ツ
キ（
杵
の
先
を
使
っ
て
捏
ね
る
こ
と
）

し
た
後
、
杵
が
児
童
に
渡
さ
れ
、
餅
つ
き
が

始
ま
り
ま
し
た
。
重
い
杵
、
粘
る
モ
チ
米
、

子
供
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
三
、
四
人

掛
か
り
で
つ
き
終
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
食
欲
は
旺
盛
、
事
前
用
意
の
モ

チ
、
庭
中
央
の
手
つ
き
モ
チ
、
庭
隅
に
据
え

た
機
械
に
よ
る
モ
チ
、
そ
れ
ら
は
飛
ぶ
よ
う

に
捌
け
、
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
長
い
行
列
が
出

来
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

十
二
時
過
ぎ
、
満
腹
に
な
っ
た
子
供
た
ち

は
遊
戯
室
へ
移
動
、
里
井
夫
妻
の
腹
話
術
、

人
形
の
元
気
君
と
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
と

の
掛
け
合
い
に
大
喜
び
。

　

も
ち
つ
き
大
会
は
二
百
余
名
の
参
加
者
を

得
て
、
午
後
一
時
過
ぎ
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
格
は
民
生
児

童
委
員
で
し
ょ
う
。
昭
和
二
十
三
年
施
行
の

民
生
委
員
法
「
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
な
い
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
」
の
精
神
の
下
で
活
動
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
老
人
福
祉
委
員
は
、
社
会
の
高
齢

化
が
進
み
始
め
た
昭
和
五
十
年
代
、
従
来
の

民
生
委
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
京

都
市
の
独
自
事
業
と
し
て
「
独
居
老
人
の
安

否
確
認
や
相
談
活
動
を
行
う
」
趣
旨
で
発
足

し
た
も
の
で
す
。
各
学
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会
の
推
薦
・
市
長
の
委
嘱
に
よ
り
、
市
内

で
千
三
百
十
人
が
活
動
中
で
す
。

　

松
ヶ
崎
学
区
内
で
は
別
表
の
よ
う
に
六
人

の
委
員
が
、
約
八
十
人
の
独
居
老
人
に
対
し

て
、
平
均
で
月
一
回
家
庭
訪
問
し
て
、
問
題

が
あ
り
そ
う
な
ケ
ー
ス
は
縁
者
と
の
関
係
を

考
慮
し
な
が
ら
、
福
祉
事
務
所
や
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

•
顔
を
覚
え
て
も
ら
え
な
く
て
、
押
し
売
り

扱
い
さ
れ
る

•
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
の
長
い
愚
痴

の
応
答
に
困
る

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、

•
自
分
を
律
し
て
趣
味
や
お
稽
古
に
励
ん
で
お

ら
れ
る
方
に
老
い
の
手
本
を
見
せ
て
貰
う

•
訪
問
中
は
愚
痴
ば
か
り
の
人
に
店
先
で
会

っ
た
時
に
、「
い
つ
も
有
難
う
」
と
ね
ぎ

ら
わ
れ
る

な
ど
の
喜
び
も
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

最
近
は
連
れ
合
い
を
亡
く
し
て
も
葬
式
を

出
さ
な
い
人
や
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま
他
府

県
の
身
内
の
家
に
移
る
人
が
居
ら
れ
て
、
独

居
状
態
の
把
握
が
難
し
い
。「
ご
近
所
の
方

か
ら
委
員
に
情
報
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
。」、

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

孤
立
・
生
活
苦
・
認
知
症
の
悩
み
が
二
重

三
重
に
出
て
く
る
人
を
相
手
す
る
老
人
福
祉

委
員
に
負
担
が
掛
か
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
民

生
児
童
委
員
や
社
協
役
員
が
従
来
に
も
増
し

て
連
携
・
支
援
す
べ
き
だ
な
ー
と
、
編
集
子

は
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

表 .　老人福祉委員の名前と担当町名
氏　名 住　所 電話番号 担　当　町　名

村上幹子

福山真知子

安藤鈴代

古谷佐代子

吉田法子

井上和子

小竹藪町26

堀　　町23-1

泉 川 町14

芝 本 町24-5

桜 木 町17-5

河原田町5-17

791-8866

701-3031

781-6990

701-5179

722-1440

711-6072

小竹藪（南）、正田、小脇（南）、久土、
杉ヶ海道、木ノ本（南）

堀、御所、中（北）、西、壱町田（北）

泉川、柳井田、堂ﾉ上、横縄手、修理式

井出ヶ海道、芝本、今海道、呼返、
三反長

桜木町、東桜木、西桜木

井出ヶ鼻、小脇（北）

第
十
三
回
区
民
敬
老
会

平
成
二
十
二
年
度

健
康
す
こ
や
か
学
級
下
期

平
成
二
十
二
年
度

　
　
　
　
も
ち
つ
き
大
会

老
人
福
祉
委
員
の

　
　
　
　
　
活
動
紹
介

平
成
二
十
二
年
度
を

　
　
　
　
　

振
り
返
�
て

平
成
二
十
二
年
度
を

　
　
　
　
　

振
り
返
�
て
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